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第 一 篇

「馬宿病」の発生地方を中心に採集 した恙虫の分類について
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緒 言

日本 に於 け る恙 虫病 の最 初の 記 載は,梛 野

(1875), BAELZ及 び 川 上(1879)等 に よ

る,新 潟県 下 の 本症 に関 す る臨 床 的観 察 に始

つ てい る.信 濃 川 の汎 濫 と関係 ず け,洪 水 熱

Uber-schwemmugs-fieber又 は, Fluss-fieberと

名づけられた.そ の後 の 研 究 に よ り,本 症 は

新潟県の 信濃 川 沿 岸 のみ な らず,阿 賀 野 川,

魚沼川 に も発 見 され,更 に 秋 田,山 形 の諸 県

の河川 沿岸 に見 出 され,わ が 国 に お け る東

北 地 方 に 限 極 す るK型 の歴 史 的 地方 病 とし

て体 系づ け ら れ る に 至 つ た.本 症 の媒 介 は

Trombicula (以 下Tr.と 略 記す る)akamushi, 

BRUMPT, 1910で あ る こ とは 既 に,周 知 の

事 実で あ る.田 中(1916)は 恙 虫 の種 類 に2

型を区 別 し,ま た,川 村,山 口(1916)等 は

4型 に分 類 し,安 川(1919)は,更 に この 外

に3種 類存 在 す る こ とを明 に してい る.即 ち,

Tr. (Leptotrombidium) akamushi BRUM

PT, 1910

Tr. (Leptotrombidium) pallida NAGAYO,

MITAMURA et TAMIYA, 1919

Tr. (Leptotrombidium) palpalis NAGAYO, 

MITAMURA et TAMIYA, 1919

Tr. (Leptotrombidium) intermedia NAGA

YO, MITAMURA et TAMIYA, 1920

Tr. (Leptotrombidum) scutellaris NAGAYO, 

MIYAGAWA, MITAMURA, TAMIYA et 

TENJIN, 1921等 で あ る が,こ の うち 恙 虫病

を 媒 介 す る もの は,赤 虫 の み で あ る と考 え ら

れ てい る.

今 次 大戦 終 結 後,日 本 に おけ る リケ ッチ ア

症(以 下R症 と略 記す る)の 究 明 の機 運 が たか

ま る と と もに,八 丈 島,伊 豆 七 島 の恙 虫病,所

謂七 島熱 が 明 らか に され,本 症 の 病 原Ric

kettsia(以 下Rと 略 記 す る)を 媒 介 す る恙 虫

は, Tr. scutellaris NAGAYO et al. 1921で あ

る と推 察 され てい る.

同地 の恙 虫の種 類 と,そ の寄 生動 物 につ い

て も,佐 々(1952),福 住(1952),加 納(1952)

等 の調 査 が あ り,鼠 族 の みな らず,鳥 類 に も

Tr.が 寄 生 して い る事 実が 明 らか に された .

又,川 村(1952)は,高 知 県 の西 海 岸の野

鼠 よ り,恙 虫 病病 毒 を分 離 し,所 謂新 潟,七

島 系 とほぼ 同 一 系の もの と認 め,佐 々(1951)

は,同 地 に おい てTr. tosaを 発 見 し,病 毒 の

伝播 に最 も有 力 視 してい る.か くの如 くわ が

国 に 於け る恙 虫 病 の分 布 並び に恙 虫 の種 類 と,

そ の分 布 の調 査 が 着 々 と進 め られ,恙 虫 は現

在 迄 に 日本各 地 か ら既 に, 8属58種 が 発見 さ

れ,そ の病 原R媒 介 の 役割 につ い て も吟味 が

加 え られ つ つ あ る.

昭和28年,同 僚丸岡が,香 川県の東端,徳

島県境近 くに位す る,大 川郡相生村 の字坂元

と字馬宿で捕獲 した ドブネズ ミか ら, 5株 の

Rを 分離 し,血 清学的免疫学的研究の結果か

ら古典的恙虫病Rに 近 いことを明に し,更 に

同僚軒原は,相 生村に夏 に発生 した 「馬宿病」

と呼ばれ る恙虫病患者か らの病毒分離 に成功

し,本 病毒は,丸 岡の分離 した鼠系病毒,並

に古典的恙虫病Rに 近い関係 にあ ることを立
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証す る と共に,大 川郡津田町に,冬 季に発生

す る恙虫病患者の存在を もつ きとめ,患 者か

らRの 分離 に成功 し,古 典的恙虫病R株 よ り

も,む しろ七島株 によ り近い性質を有する も

のであ ることを明 らかに した.

この病原研究の結果は,軒 原が詳 し く調査

した,津 田町 におけ る発疹性疾患並びに相生

村 の所謂 「馬宿病」の疫学所見 とよ く一致す

るものであ る.

即ち主 として夏季に発生す る字馬宿及び字

坂 元におけ る患者が致命率が高 く,津 田町に

おけ る患者は,主 として冬に発生 し,軽 症で

死亡例 を見ない点等 か ら香川県の東部 には,

少 くとも,夏 型 と冬型のRickettsiosisの 存在

す ることを立証 し,日 本のR症 の疫学に,輝

しい業績 を提供 してい る.

香川県東部におけ る恙虫病Rの 淫 浸す る事

実に対 し,人 体 えの媒介者は何んであるかを

究明す ることが,極 めて緊要な課題 とな る.

新 潟,秋 田,山 形 の 諸県 の恙 虫病Rが, Tr. 

akamushiに よ り媒 介 され る ことは,既 に 明

白な事 実 で あ り,七 島 熱の それ につ いて は, 

Tr. scutellarisが 擬 せ られ て い る.

著者は本問題の解 明に資せん とす る意 図か

ら毎 月2回, 2ヶ 年に亙 り,相 生村を中心 と

して捕 鼠を実施 し, 15297匹 の恙虫を採集 し

て同定 し分類を行つて本県の東部 には, 3属

13種 の恙虫が棲息す ることを知 ると共にその

季節的消長を検討 した.

本編においては採集 した恙虫の同定 と分類

成績について報告 して先輩諸賢の御批判をあ

お ぐ次第 であ る.

Ⅰ　実験方法と材料

1. 捕 鼠

恙 虫はField或 は 鼠体 か ら蒐 集 され る.著

者 はField Light trap,或 は,黒 色 プ レー ト

に拠 つ て採 集 を試 た が 成功 しなか っ た ので鼠

を捕 獲 して吸 着 して い る恙 虫 を蒐 め る ことに

した.鼠 の 捕獲 には10×15cmの 小 型圧 殺 捕

鼠 器 を主 に使 用 し,人 家 内の鼠 は,大 型 の捕

鼠 器 乃至 金 網 籠 を使 用 した.

2. 宿主 よ りの恙虫採集法

寺 邑(1951)法 に従 い,殺 した鼠 を,頭 部

を 下 に して 吊 し,そ の下 に水 を容 れ た シャー

レを お き, 2～6日 そ の ま まに放 置 して,恙 虫

をは じめ,ノ ミ類,シ ラ ミ類 を採 集 した.観

察 は ガム ・ク ロ ラー ル 液 を以 て封 じて,標 本

を つ く り鏡 検 した.

3. 恙 虫 の 同定

恙虫は,幼 虫の時期のみに,地 上に生活し,

陸上の脊椎動物に寄 生する.従 つて,幼 虫は,

比較的 に採集 し易 く,形 態の観察に も都合が

よ く,主 として,恙 虫の分類には幼虫が供せ

られ る.

幼虫の一般形態

幼 虫は,ほ ぼ 楕円形 を呈 し,未 吸着 の もの

につ い ては, 0.25～0.5mm大 の ものが 多 く,

満腹 の ものは,そ れ の 約2倍 以 上 に達 す る.

体 部 は,顎 体 部 と,胴 部 よ り成 り,胴 背面

には,1ヶ の背 甲板 と,胴 背 毛 を保有 し,こ

の 胴背 毛 は,各 種 の恙 虫 に よ り,一 定 の配列 .

と,形 態 を示 す .背 甲板 両 側 に,赤 色 を呈す

る2対 の眼 が 見 られ る.胴 腹 面 には3対 の脚

と,一 定 の配 列 を 示す 胸 腹毛,並 に肛 門が存

在 して い る.

顎体 部gnathosoma

体 の 前方 に突 出 し, 1対 の触 鬚palpと,

内側 に1対 の 鋏 角cheliceraが 見 られ る.触

鬚 は, 5節 よ りな り,基 節 で あ る第1節 は,

腹面 の正 中に 近 く,左 右 の ものが,融 合 され

て い る.こ の前 方 に於 て,ガ レ アgaleaが 突

出 し,こ れ よ り左 右 に1対 の ガ レ ア毛galeal 

setaeを 発 生 して い る.腿 節 で あ る第2節 は,

1本 の背面 毛を有 し,第3節 も同 様 に1本 の

背 面毛 を具 え る.第4節 は,各1本 の背面毛,

側縁 毛,腹 面 毛 を有 し,末 端 に爪 をみ ること

が で き,更 に,腹 面 よ り,拇 指 状 の第5節 を

発 生 して い る.

鋏 角chelicera

鋏 角は, 2節 よ り成 立 し,基 節 は,そ の幅

が か な り広 く,末 節は刃 状 とな り,宿 主の皮

膚 に刺 入 す るの 用 を な して い る.

背 甲 板 scutum
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背 甲板 は,そ の形 態 が,恙 虫 の種 類に よ り

多 種 多様 で あ り,一 般 に, 1本 の前 中毛,各

1対 の 前 側 毛,後 側 毛 と 感 覚 毛 が あ る. 

Gahrliepia saduskiの 如 く,種 類 に よ り,前

中毛 を欠 如 す る もの,ま た,感 覚 毛 が風 船 状

に膨 大 して い る もの,毛 状,糸 状 を 呈す る も

のが あ る.

剛 毛setae

背 甲板 の後 方 に配 列 し,種 々な る側枝 を生

じ,そ の数 と配 列が,恙 虫 の種 類 を特 徴づ け,

鑑別上,重 要 な る所 見 とな る もの で あ る.即

ち,胴 背 毛dorsalsetaeは,横 に 配 列 し,第

1列 は,肩 押 毛humeral setaeで あ り,左 右

の側 方 に1～2対 み られ る.第2列 以 後 の も

のは,そ の数 も多 く,横 列 し,こ れ を 各 列毎

に数 え る ことに よ り,胴 背 毛の特 徴が 把握 で

きる.又 腹面 に は,各 脚 の 基節 間 に, 2～3

対 の胸板毛sternal sctaeが あ り,そ の後 与

に多数の腹 面 毛ventral setaeが み ら れ る.

脚legs

脚 は3対 あ り,各 脚 は, 6～7節 よ りな り,

それぞれ 基 節coxa,転 節trochanter,腿 節

femur (7節 の場 合 は 基 腿 節basifemur,と

末 腿節telofemur),膝 節genu,脛 節tibia,

附 節tarsusと よび,基 節 に は,通 常1本 の毛

を生 じ,第3脚 基 節 には,多 数 の 毛 を生 じ る

もの が あ り,恙 虫 の 種 類 を 特 徴 づ け る.

佐々(1951)は,恙 虫 の 第3脚 基 節 を,形 態上

次 の如 くに分け て い る.

1) A型(ア カムシ型)

形が細長 く, 1本 の毛が第3脚 基節前縁か

ら離なれ て発生す る.

2) P型(パ ル パ リス型)

剛毛が第3脚 基節の前縁か ら生 じている.

3) M型(ミ タムラ型)

前後幅が左右幅 に近いのを特微 とす る.

4) G型(ガ ー リェピア型)

4本 の剛毛を生ず る.

更に,恙 虫の鑑別には,第3脚 附節に,直

立する単条長毛の有無の確認が緊要であ り,

背甲板 は,そ れぞれの恙虫に,そ の形が特徴

的であるのみな らず,各 観察部位の大 さ,長

さの絶対値 と,比 較値が鑑別上重要であ り,

著者はWOMERSLEYに よる計測法に従い,

次に述べ る標準測定値を求めた.

AW: 左右の前側毛基根の中心の距離

PW: 左右の後側 毛基根 の中心の距離

SB: 右左の感覚毛基根の 中心の距離

ASB: 感覚毛基根中心 と背 甲板前縁 の

横軸切線 との距離

PSB: 感覚毛基根 中心 と背甲板後縁の

横軸切線 との距離

SD: 背 甲板 の前 後 軸 上 の 長 さで, 

ASB+PSBに 相当する.

AP: 前側毛基根 中心 と同一側の後側

毛基根中心 の距離

PP-SS: 左右 の 後側 毛 基根 中心 を結 ぶ線

と左 右 の感 覚 毛 基根 中心 を結ぶ

線 との間隔 で,前 者 が 後に あ る

場 合は(+),逆 の 場合 は(-),

同 一線 上 の ときはOで 現わ す.

AM 前 中毛 の 長 さ.

AL: 前側 毛の 長 さ.

PL: 後 側毛 の長 さ.

S: 感覚 毛 の 長 さ.

Ⅱ　実 験 成 績

著 者 は,昭 和28年11月 よ り2ヶ 年 に亙 り,

香 川県 東部 の 恙 虫の採 集 に努 め, 15297匹 に

つ い て,同 定 を 行 つた 結 果,香 川 県 東部 には, 

3属13種 の恙 虫 が存 在 す る こ とを明 に し,ツ

ツ ガム シ属 に 含まれ る もの10種,タ マ ツ ツガ

ムシ属 に 含まれ る もの2種,及 び,ガ ー リェ

ピア恙 虫属 の1種 で あ る.

Tr. kitasatoi

著者 が,香 川 県東 部に お いて採 集 したTr.

は, 15297匹 に のぼ り,そ の うち 形態 学 的観

察 と計 測 の 結果 か らTr. kitasatoiと 同定 すべ

き ものは, 8114匹(53%)に 及ぶ.同 定 の経

過 を 述べ る と,生 体 色 は,一 般 に淡 橙 色 を帯

び,背 甲板 は,図1の 如 く,ほ ぼ 長方 形 を 呈

し,そ の 後縁 は,軽 度 の弧 状 を えが いて い る.

感 覚 毛 の基 根 よ り1/3の 部に,棘 が あ り,未

端2/3よ り分 岐が み られ てい る.後 側 毛 は,
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感 覚 毛 よ り長 く,側 枝 も亦長 い.左 右 の 後 側

毛 基根 の 中心 を 結ぶ 線 と,左 右 の感 覚 毛 基根

の 中 心 を結 ぶ 線 は,殆 ん ど同一 線上 に あ り, 

PP-SS≒Oと 示 され る.前 中毛 につ い て は,

前 側 毛 よ り長 い.こ れ の 胴背 毛 式 は,2-8-6-

6-4-4-2で 側枝 はか な り太 く,且 つ 長 い .

胴 背 毛 第2列 が8～9本,第3列 が6～7本

の変 異 の もの もみ られ た が,大 部分 は 第2列

が8本,第3列6本 で あ る.背 甲板に つ い て

の,標 準 測定 値(単 位 μ)は, AW 64～72, 

PW 72～79, SB 30～35, ASB 24～26, PS B14

～16, AP 18～22, AM 40～51, AL 30～40 , 

PL 62～71, S 50～54で あ る .

第1表 　 Tr. kitasatoiの 標 準 測 定 値　 単 位 μ

本恙 虫は, 1950年9月9日,神 奈川 県鶴 見

地 区 に棲 息 す るア カ ネズ ミよ り,福 住,小 畑

等 が初 め て発見 した もので あ るが,我 国 では

広 範 囲に亙 つ て分 布 してい る.本 州,四 国,

九 州各 地 の,ア カ ネズ ミ,ヒ メ ネズ ミ,ス ミ

ス ネズ ミ,ド ブ ネズ ミ,ク マネズ ミ,並 び に

ハ タ ネズ ミよ り見 出 され る といわれ,本 県に

於 て も,主 として東 部,中 部,南 部,並 びに

西 部 一 帯 にみ られ る恙 虫 の一種 であ り,年 間

を通 じ,香 川県下の恙虫の約半数を占めてい

る.

Tr. tosa

香 川 県 に おけ るTr.の 採 集 に あた り, Tr. 

tosaと 同定 され た もの が68匹 で あ り,「 馬宿

病」 発 生 地区 に の み,盛 夏 の候 に見 られ る.

生 体 色 は,淡 橙 色 調 を 呈 し, Tr. intermedia 

NAGAYO et al, Tr. teramurai SASA et al.

並に, Tr. Kitasatoiに 酷 似 す る形態 を 示す.

顎体 部 は,図2の 如 く,触 鬚 が側 方 に突 出 し,

その 第2節 と第3節 の背 面 毛,第4節 腹面 毛

と側 縁 毛は,い づ れ も分 岐 せ ず,第4節 背面

毛 が 分 岐 して い る.大 顎は,両 側 に 著 明に突

出 し,ガ レ ア毛 を分 岐 して い る.背 甲板 は,

図3の 如 く後縁 の彎 曲,乃 至 後 側毛 基根部突

出の程 度 は, Tr. intermedia,及 びTr. teramurai

の 中間 の性質 を小 し, AW, PW, ASB, PSB,

は 大 差 を認 めな いが, APがTr. teramuraiよ

り長 くTr. intermediaよ り短 い.背 甲板の剛

毛 中,後 側 毛 と感 覚 毛 は,前 者 が後 者 よ り長

い.感 覚 毛基 根 部 には,著 明な棘 を列生 して

い る.末 端 側 の 凡 そ3/5の 部 の両 側 に, 6～

8本 の 分岐 を 形 成 してい る.尚 お,前 中毛,

前側 毛の 側枝 は長 いが,後 側 毛 の側枝 は比 較

的 短 く, 1側 に12本 前 後 がみ られ る.眼 は背

甲 板 の 両 側 後 側 毛 の 高 さ に2対 あ り,上 位 の

もの が 稍 大 き い.胴 背 毛 の 剛 毛 式 は, 2-10-8

-8-3-4-2で 計40本 を 示 す が
, Tr. kitasatoiで

は,2-8-6-6-4-4-2で あ つ た 点 が 異 る.各 剛

毛 は, Tr. intermedia, Tr. teramuraiよ り長

い.各 剛 毛 の 側 枝 の 長 さ は,中 等 で あ り,い

づ れ の もの も 太 く,且 つ 尖 的 で あ り,そ の 数

は,凸 側 に お い て12～14,凹 側 に 於 て は6～

8本 で あ る .背 甲 板 の 標 準 側 定 値(単 位 μ)

は, AW 66～72, PW 78～86, SB 31～38, 

ASB 26～30, PSB 13～16, AP 18～22, AM 

45～53, AL 35～41, PL 63～70, S 49～59

で あ り,こ の 様 な 所 見 か ら,採 集 され た 恙 虫

の う ち68匹 がTr. tosaと 同 定 さ れ た .

Tr. pallida

香 川県 に お いて捕 捉 せ られた 恙 虫15297匹

の うち, Tr. pallidaで あ る と同 定 され た もの
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は,957匹(6.25%)で あ る.そ の 同 定の 経

過につ い ては,ま づ,生 体 色が 淡 橙 紅色 調 を

呈 し, Tr. fuji, Tr. kitasatoiよ り稍 赤味 が 強

く, Tr. intermediaよ りは 淡い.背 甲 板は 図

6の 如 く長方 形 を 呈 し,側 縁 は後 側 毛 基 根 よ

りも更 に深 く後 方に 延 び,後 緑は 殆 ん ど直 線

に近 くみ られ る.感 覚 毛の 墓根 は,後 側毛 の

稍 後方 に位 置 して い る.又 そ の部 には 著 明な

る棘が あ り,末 端3/4の 部 か ら,多 くの側 枝

を 分岐 して い る.後 側 毛は,感 覚 毛 よ り短 か

く,側 枝 は太 く,や や 長 い.前 中毛 は,前 側

毛 よ りも長 く,共 に側枝 は 太 い.胴 背 毛の側

枝 は 太 く,且 つ長 い.胴 背 毛 式は, 2-12-14-

12-14… …計55～65本 に 達 してい る.こ のTr. 

pallidaは 変 異が 強 い と され.香 川 県 下 に おけ

るTr. pallidaに も変異 の発 来 が 認め られ,特

に胴背 毛 に著 しい.本 県 に おけ るTr. pallida

と同定 され た恙 虫 の背 甲板 の標準 測 定値(単

位 μ)は, AW 67～73, PW 72～78, SB 34～

36, ASB 34～36, PSB 13～15, AP 18～20, 

AM 53～56, AL 40-47, PL 60～67, S 60～

68で あ つた.

第2表　 Tr. tosaの 標 準 測 定値 　 単位μ 第3表　 Tr. pallidaの 標 準 測定 値　 単 位 μ

Tr. murotoensis

香 川 県 に お い て 採 集 し た 恙 虫15297匹 の う

ち, Tr. murotoensisと 同 定 さ れ た も の は, 

170匹(1.0%)で あ る.

Tr. murotoensisの 体色 は,ク リー ム色 を帯

び,背 甲板 は図9の 如 く大き く,感 覚毛 の 基

部 に著 明 な棘 が あ る.後 側 毛 は 〓感覚 毛 よ り

や や 長 く,剛 毛 の側 枝 も長 い.剛 背 面 の剛 毛

数 も多 くみ られ る. Tr. pallidaに 相 似 してい

るが,後 側 毛の 長 い点,剛 部 背面 の毛 の性 質,

並 に 配 列,背 甲板 の後 縁 の 形,体 色 が 異 つ て

い る こ とか ら鑑 別 で き る.顎 体部は ア カム シ

群 に 共通 す る特 徴 を 示 し,触 鬚 の第2節,第

3節 の背 面 の毛,第4節 の腹 面,及 び 側縁 の

毛 は,何 れ も単条 で あ り,第4節 背面 の毛 が

ガ レア 毛 を分 岐 してい る.背 甲板 は 大形 で あ

り, AWは 平 均72μ, PWの 平 均 は81.5μ を

示 して い る.近 似 種 で あ るTr. pallidaよ り

大 き く, Tr. miyazakiiよ りは幾 分 小 さ い.

背 甲板 の形 は,そ の後縁 の両 側部 が 丸味 を帯

び,中 央部 は 直 線 に近 く,僅 か に陥 凹 して い

る.前 中毛,前 側 毛,後 側 毛 の側枝 は長 く,
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そ の数 が 多 く, Tr. pallidaの 形 に似 て い るが,

後 側 毛(65～72μ)は 甚 だ長 く,通 常感 覚毛

よ り僅 か に長 い.感 覚 毛 は,基 部1/3に,多

数 の棘 を生 じ,末 端 側2/3よ り分 岐 を 発 現 し

て い る.胴 背 毛 は, 2-17-12-12-8-6-4-2計

約57本 を 示す.第2列 の それ は,中 央部 の4

～6本 が ,や や 後 方 よ り発 生 して い る.脚 は,

ア カ ムシ群 に共 通 の特 徴 を示 し,第3脚 基 節

の 毛は,そ の 後方 よ り発 生 して い る.第3脚

附 節 には,直 立 した 長 い単条 の剛 毛は 認 め ら

れ な い.背 甲板 の 標 準 測 定値 は,(単 位 μ)

AW 68～76, PW 79～84, SB 33～39, ASB 

33～36, PSB 14～16, AP 19～24, AM 54～61, 

AL 42～47, PL 65～72, S 60～66で あ り,

以 上 述 べ た 形 態 的 特 徴 か ら170匹 がTr. 

murotoensisと 同定 され た.

第4表　 Tr. murotoensisの 標 準 測 定 値　 単 位 μ

Tr. kuroshio

第5表　 Tr. kuroshioの 標 準 測定 値　単位 μ

採 集 した恙 虫の うち, Tr. kuroshioと 同定

すべ き ものは,僅 か に22匹 で あ り,総 数 の

0.17%に 過 ぎ な い.生 体 は ク リーム色 を 呈 し,

背 甲板 が特 徴づ け られ て い る.顎 体部 は,ア

カ ムシ群 に共 通 の性 状 を示 し,触 鬚第2節 背

面,第3節 背面の毛,第4節 の腹面,及 び側

縁の毛が単 条であ り,同 節背面の毛は羽毛状

に分岐 し,触 鬚の爪は細長 く,且 つその先が

3つ に鋭 く分岐を示 してい る.大 顎の爪は,

先端が鉤状に曲 り,ガ レア毛は,甚 しく長い

側枝 を発起 してい る.背 甲板 は図12の 如 く,

その形は小 さ く,六 角形を呈 し,背 甲板標準

測定値は,(単 位 μ) AW 55～60, PW 62～65

を示すに過ぎない.背 甲板の後縁は,両 側部

が 斜 に略 直線 を な し,中 央部 もほぼ 直線 であ

るが,わ づ か に 陥凹 し,感 覚 毛の基根 部の線

上 で,角 度 をな して い る.感 覚毛 の基 根は,

後 側 毛を結ぶ 線上 よ りは るか に 後方 にあ り,

PSBは9～10μ に過 ぎ な い .左 右 の感 覚毛基

根 の距 離SBは 接 近 し, 24～27μ にす ぎな

い.各 剛 毛 は,多 数 の繊 細 な側 枝 を生 じ,後

側 毛57～59μ は 感 覚 毛47～48μ よ りは るか

に長 い.感 覚 毛 は短 く,且 つ繊 細 で あ り,そ

の 基根 部 に棘 を欠 き,末 端 側3/5よ り多 くの

側枝 を出 して い る.胴 背面 の剛毛 式 は, 2-8-

8-8-8-(6)-4-2計38～40本 で各 剛毛 の側枝

は,著 明 に繊 細 で,そ の数 も多 く,1側 に20
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以 上 を 数 え る.脚 は,ア カム シ群 に共 通 の性

状 を 示 し,第3脚 基 節の 毛 は,前 縁 よ りや や

後 方 には ずれ て生 じ,第3脚 附 節 に 直立 す る

長 い 単条 剛 毛は な い.即 ち 背 甲板 の 形が 近似

な もの に, Tr. tenjinが あ るが,そ の後縁 が,

逆 富士 山 型 を示 し,感 覚 毛 が,甚 し く後 方 よ

り生 じてお り,後 側 毛が,感 覚 毛 よ りは るか

に長 い点 が似 るが,背 甲板 の幅 が,こ れ よ り

小 さ く,又,剛 毛 の性質 が全 く異 つ て い る.

以上 の 形態 学的 所 見 か らTr. kuroshioと 同定

した.

Tr. daisen

Tr. daisenと 同定 され た もの は, 38匹 で あ

り,相 生村 の 山 間部 にお い て採 集 され た.本

種は, Tr. intermedia NAGAYO et a1.及 び

Tr. teramurai SASA et al.に 近 似 した 形態 で

あるが,背 甲板 は,感 覚 毛 基根 に棘 が な い点

が, Tr. intermediaと 異 り,生 体 が 淡 橙 紅色

であ る点が,ま たTr. teramuraiと 異 る.胴

背毛が,こ の両 種 に比 し繊 細 であ り,背 甲板

の計測 値,胴 背 部 剛毛 の 配 列,数 に も差 が認

め られ る.な お,触 鬚第4節 の背 面 毛 は,相

当の変 異 を示 し,棘 状 の側 枝 を少 数 もつ もの, 

3～4本 に分 岐 す る も の が 多 く, Tr. inter

mediaとTr. teramuraiの それ が,羽 毛 状 分

岐 を示す 点が 異 る.顎 体 部 は,触 鬚 の第2節

は,著 し く側 方 に突 出 し,第2節 背面 毛,第

3節 背 面毛,第4節 側縁 毛 と腹 面 毛 は,ど れ

も単 条 で あ り,第4節 背 面 毛 に変 異が か な り

認 め られ,羽 毛状 分 岐 を 示す ものは 少 く,多

くは, 3～4本 に分 岐 す る.第4節 の爪 は3

本 に分 岐 す る.第5節 は拇 指状 の突 起 と して,

第4節 に つづ き, 1本 の単 条棘 と, 6本 の 有

絲毛 とを有 す る.大 顎 の爪 は,亜 先端 部 側 縁

に, 1個 の小鉤 状 突 起 をそ な え てお り,ガ レ

ア毛は, 10数 本 の長 い分 岐 毛 を そ なえ て い る.

背 甲板 は 図15の 如 く, Tr. teramuraiに 近 似 し,

これ よ り,側 縁 の 彎 曲が 稍 々軽 く,前 隅 角は,

著 し く前 方 に突 出 して い る.感 覚毛 先 端 には

多 くの側 枝 を有 し,先 端3/4の 部 に, 20本 近

く算 え られ る.背 甲板 の標準 測 定値(単 位 μ)

は, AW 70～75, PW 80～85, SB 33～37, 

ASB 23～27, PSB 13～16, AP 18～24, AM 

49～57, AL 31～40, PL 54～66, S 64～70

で あ り, Tr. teramurai 及 びTr. intermediaの

何 れ よ りも 横 に 幅 広 く,又PSBは 著 し く長

い. AM, AL, PL等 は, Tr. teramuraiとTr. 

intermediaの 中 間値 を 示 して い る.両 感 覚 毛

基根 部の 結合 線 と両 後側 毛結 合線 との 間隔,

即 ちPP-SSは-5.0μ で あ る.胴 背 面 には,

眼 は2対 認 め られ,そ れ の位 置,形 態 等 には,

特 徴 とす べ き所 見 を認 め ず,背 甲板 の 両側 に

お い て,後 側 毛 の高 さに位 してい る.胴 背面

の 剛毛 の 配 列は, 2-10-8-8-8-4-2-2の ものが

多 く,各 剛 毛は 一般 に長 く,且 つ 大であ り,

凸 側 に細 長 い側 枝 を有 し,各 側枝 の先 端 は,

細 く尖 的 で あ る.胴 腹 面 は, 2対 の 胸板 毛 の

他 に,肛 門 前 に30本,肛 門 後 に12本,計42本

の剛 毛 が あ る.脚 には 特記 す べ さ変 化 な く,

第3脚 基 節 にあ る1本 の 剛毛 の位 置 も,ア カ

ム シ群 と同 じ く,前 縁 よ り離 れ て発 生 して い

る, Tr. daisenは,ア カ ネズ ミ,ス ミス ネズ

ミか ら採集 され た.

第6表　 Tr. daisenの 標 準測 定 値 単 位 μ



1524　 小 野 吉 昭

Tr. fuji

ア カ ムシ 亜属 の フ ジ群 に含 まれ る恙 虫 で あ

り,生 体色 は,淡 紅色 を 呈 し,触 鬚 の膝 節 の

背面 毛 が,甚 し く長 い のを 特 徴 とす る.背 甲

板 は 図17の 如 く著 し く小 さ く,後 縁 は 大 きな

孤 を えが い てい る.感 覚 毛は 短 く,基 部 に明

瞭 な る棘 を 有 し,末 端 は 多分 枝 であ る.後 側

毛 は 感覚 毛 よ り長 く,両 感 覚 毛基根 中心 を結

ぶ 線 と 両 後側 毛 基根 中心 を 結 ぶ 間 隔 即 ち, 

PP-SSは 著 しい-で あ る.胴 背毛 は, 2-8-

6-6-2-4-2計30本 で あ り,第2列 は すべ で8

本 であ つ た.第3脚 基節 の毛 は,図18の 如 く

基 節の 前 縁か ら生 じ,所 謂P型 に属 す る.背

甲板 標 準 測定 値(単 位 μ)は, AW 48～51, 

PW 49～54, SB 21～24, PSB 10～13, SD 30

～33 , AP 13～14, AM 26～30, AL 24～29, 

PL 47～50, S 35～41で あつ た.即 ち 以上 の

観 察結 果 か ら2000匹 がTr. fujiと 同定 され

た.

第7表　 Tr. fujiの 標 準 測定 値単 位μ

Tr. miyajimai

アカムシ亜属,ミ ヤジマ群に含 まれるもの

であ り,生 体色は黄白色を呈 し,触 鬚第4節

の 毛 は,す べ て分 岐 してお り,鋏 角 基節,触

鬚 各節 に 多数 の斑 点 が生 じて い る.後 側 毛は,

鋭 い 後隅 角 に 位 置 し, PSBが 甚 だ し く短 く,

背 甲板 の後縁 は,図20の 如 く,感 覚 毛 の間 で,

後 方 に突 出 してい る.感 覚 毛 の基部 は,棘 を

欠 き,そ れ の末 梢 部 は, 8～12本 の棘 をそ な

えて い る.後 側 毛 に は,細 く,且 つ短 い棘が

あ る.胴 背 毛は,長 く,後 側 毛 に類似 し,短

い側枝 を粗 に認 め る こ とが で き る.第3脚 基

節は,図21の 如 く,全 例が そ の前 縁 よ り毛 を

生 じ, Tr. fujiに 比 し,第3脚 基節 の毛は長

い.背 甲板 の 標 準 測定 値(単 位 μ)は, AW 

67～74, PW 80～88, SB 30～33, ASB 29～

31, PSB 13～15, AP 28～30, AM 57～64, 

AL 43～47, PL 79～85, S 64～65で あつた.

胴 背 毛 式 は, 2-8-6-6-6… … 計30～32本 を 示

す.以 上 の 所 見 よ りTr. miyajimaiと 同 定 さ

れた もの は137匹 で あ る.

第8表　 Tr. miyajimaiの 標 準 測定 値単 位 μ

Tr. kochiensis

著 者が,香 川県 にお い て採 集 し, Tr. kochi

ensisと 同定 され た ものは, 584匹 であ る.昭

和27年,佐 々等 に よ り,広 義 の ツツガ ムシ属
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に抱 含 され た が,何 れ の既 知 の 亜属 に も見 出

しえ ない特 微 を 示 し,ツ ツ ガ ム シ 属 の 新 亜

属 の新 種 で あ る と さ れ た も の で あ り, Tr. 

(Miyatrombicula) kochiensis n. subg., n. sp.

と記 載 され た もの で あ る.生 体 は 橙色 を呈 し,

顎 体部 は,大 顎 の 基 節の 側縁 が 丸 く,爪 は ほ

ぼ 単純 であ り,末 端 に小 鉤 を有 す る.ガ レ ア

毛は 多数 の分 岐 を示 す.触 鬚 の第2節,第3

節,第4節 の背 面,側 面,腹 面 の毛 は,い づ

れ も多数 の 分岐 を生 じ,第5節 は一 般 の ツツ

ガムシ属 と同 じ く,第4節 の 爪 は3分 岐 を示

す.背 甲板 は,図23の 如 く,全 形 が ほ ぼ五 角

形を な し,後 縁 は著 明 に 中央 に突 出 し,そ の

先端 は丸味 を お び て い る.前 中毛,前 側 毛,

後側毛は何 れ も甚 だ 多数 の 側枝 を 全面 か ら生

じてお り,感 覚 毛は,甚 だ長 く75～89μ に達

す る.そ の側 枝 は 少 く, 4～5本 であ る.胴 部

背面は, 2対 の 眼 が,前 後 に な らび,左 右 の

後側毛の基根 の側 方 の やや 後 方 に位 す る.胴

背毛は多 く,そ の 配 列は,2-10-7-5-9-10-12

-9-8-4-2計 約78本 で あ る
.各 剛毛 の側 枝 は

細長 く,而 か も,多 数発 生 して い る.脚 は 第

1,第2,第3脚 と もに7節 よ りな り,末 端

に, 2本 の 爪 と,こ れ よ りやや 長 い1本 の爪

状 の 爪間 盤 を有 し,第1脚,第2脚 の 基節 に は, 

1本 の剛 毛,第3脚 基 節 に は約9本 の毛 を生

じてお り,こ の 所見 は,図24に 示 した.第3

脚 附 節 には, 1本 の長 い 単条 剛 毛 を有 して い

る.背 甲板標 準 測定 側(単 位 μ)は, AW 62

～66 , PW 74～78, SB 25～28, ASB 38～40, 

PSB 35～36, AP 26～29, AM 39～44, AL 

47～52, PL 57～61, S 75～89で あ る.即 ち

以 上 の 所 見 よ り, Tr. (Miyatrombicula) 

kochiensis SASA, KAWASHIMA et EGA

SHIRA, 1952と 同 定 し た.

第9表Tr. kochiensisの 標 準 測 定 値 単 位 μ

Tr. ichikawai

第10表　 Tr. ichikawaiの 標準 測定 値 単 位μ

ア キダ ニ亜 属 に 含 まれ る もので あ り,生 体

色 は,赤 橙 色 で,背 甲板 は 小形 で,ほ ぼ 五 角

形 をな し,後 縁は,丸 味 を帯 び後 方 に突 出す

る.感 覚 毛は 毛状 で あ り,後 側 毛 よ りや や長

い. PP～SSは+で あ る.第3脚 附 節に は,

 1本 の直 立単 条 長毛 が あ る.肩 胛 毛 は一 対 で

あ る.胴 背毛 は 少 く, 2-6-6-6-4-4-2計30本

で あ る.側 枝 も甚 だ短 い.背 甲板 標 準測 定値
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(単 位 μ)は, AW 59～63, PW 76～79, SB 

28～29, ASB 23～26, SD 47～49, AP 25～26,

AM 36～38, AL 33～35, PL 43～45, S 50～

55で あ る.即 ち 以 上 の 所 見 よ り, 38匹 はTr. 

ichikawaiと 同 定 され た.

Euschongastia ikaoensis

ガ レア毛は単条であ るが,触 鬚の毛は分岐

してい る.背 甲板は,全 形が横 に細長い四角

形で前後が短い.感 覚毛は,洋 梨型を呈 し,

表面に多 くの棘 をそなえてい る.感 覚毛の基

根 中心を結ぶ線 と後側毛基根中心を結ぶ線は

ほぼ一直線上 にあ る.感 覚毛基部の前方に隆

起線があ り,前 中毛は背甲板前縁 中央か ら生

じている.各 剛毛の側枝は,比 較的 に細長 く,

特に変つた所見はない.背 甲板 の後縁は,弓

形に突 出す るが,中 央部はむ しろ凹入 してい

る.肩 胛毛は, 2対 あ り,胴 背毛は, 4-12-

12-2-11-6-2計49本 で,側 枝は何れ も細長

い.第3脚 基節はM型 をしてい る.

背 甲 板 標 準 測 定 値(単 位 μ)は, AW 61, 

PW 67, SB 24, ASB 18, PSB 15, AP 21, 

AM 30, AL 30, PL 39, S 33で あ り,僅 か に

1匹 で あ るが, Euschongastia ikaoensisと 同

定 され た.こ れ は,香 川 県 大 川 郡 津 田 町 山 林

の ア カ ネ ズ ミよ り見 出 され た.

Euschongastia alpina

香 川 県 下 に お い て, Euschongastia alpina

と同定 され た もの は, 404匹 に達 し,県 下 に

広 く分 布 して い る もの と考 え られ る.顎 体 部

は,図28の 如 く,鋏 角 に歯 を有 し,ガ レ ア毛

は分 岐 す るが,触 鬚 第4節 の側 縁 は,単 条で

あ る.背 甲板 は 図28に 示す 如 く長 方 形 を呈 し,

横 に幅 広 く,前 方 に凹 み,後 方 に凸 状 を な し

て い る.感 覚 毛基根 は,後 側毛 基根 線上 の後

に位 置 す る.感 覚 毛 は 梨状 を呈 し,基 根 には

隆起 線 を認 めな い.後 側毛 は感 覚 毛 よ り,は

るか に長 い.背 甲板 標 準測定 値(単 位 μ)は, 

AW 62～66, PW 92～97, SB 35～38, ASB 

24～26, PSB 9～10, AP 19～21, AM 33～

37, AL 32～36, PL 72-79, S 38～42で あ

る.

肩胛 毛は, 1対 であ り,後 側毛に類似 し,

他 の 胴 背 毛 は 一 般 に 短 い.胴 背 毛 式 は,2-

10-12-8-6-2-2計42本 で あ り,第3脚 基 節

の 毛 はA型 で あ る.即 ち 以 上 の 所 見 よ り, 

Euschongastia alpinaと 同 定 さ れ た.

第11表　 Euschongastia alpinaの

標 準 測 定 値　 単 位 μ

Gahrliepia saduski

Gahrliepia saduskiと 同定 され た ものは, 

2764匹 の 多 きにの ぼ り,広 範 囲 に分 布 してい

る恙 虫 で あ る,ガ レ ア毛 は 分 岐 し,触 鬚の毛

は,第4節 背 面毛 と側 縁 毛 は分 岐 な く,そ の

他 の触 鬚 の毛 は分 岐 を 示 して い る.背 甲板は,

図31の 如 く縦 に著 し く長 く,舌 状 を 呈 し,斑

点模 様 を 有 しな い.前 中毛 は これ を欠 いでい

る.後 側 毛 の 後方 に2本 の 毛 を そな え てい る.

感 覚毛 は洋 梨型 で あ り,表 面 に多 くの棘 を保

有 す る.両 感覚 毛 基 根部 は 後側 毛 基根 部連結

線 のは るか 前 方 に位 す る.第3脚 基節 の毛は,

図32の 如 くG型 で あ り, 4本 の 剛毛 を発生 し

てい る.背 甲板 標 準 測 定 値(単 位 μ)は, 

AW 46～50, PW 62～66, SB 39～44, ASB 

20～23, PSB 62～67, SD 82～90, AP 36～39, 

AL 36～38, PL 35～39 , S 31～36で あつた.
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以 上 の 所 見 よ りGahrliepia saduskiと 同 定 し

た.

第12表　 Gahrliepia saduskiの

標 準 測 定 値　 単 位 μ

総括並 に 考察

香川県の東部,大 川郡相生村 と津 田町に,

「馬宿病」 と呼称 され る地方病性発疹性熱性

疾患が存在 し,そ の病原に関 しては同僚丸岡

が,相 生村において晩春 より夏に亙つて捕獲

した ドブネズ ミよ り,恙 虫病病毒を分離 し,

又同僚軒原は,相 生村 と津田町の同症の患者

か ら同様の病毒分離に成功 し,馬 宿病は恙虫

病であることを明にす ると共 に相生村 のそれ

は,重 症夏型であ り,津 田町のそれは,軽 症

冬型であ ることを解明 した.そ こで著者は,

本症病毒が如何 なる媒介体 によつて媒介 され

るかを究明せん とする意 図か ら病毒淫 浸地区

を中心に2ヶ 年に亙 り,捕 鼠を実施 して,恙

虫15297匹 を採集 し,個 々について詳細な形

態学的観察を行い,又 必要な計測を正確に実

施 し, 3属13種 に分類す ることが出来た.

即ち,大 川郡相生村字馬宿 ・字坂元の流行

地 区 に お い て は, 3属10種Tr. kitasatoi, Tr. 

tosa, Tr. pallida, Tr. murotoensis, Tr. kuroshio, 

Tr. fuji, Tr. miyajimai, Tr. kochiensis, Eu

schongastia alpina, Gahrliepia saduski,に 分

類 さ れ,総 数11075匹 の 恙 虫 を 採 集 し た.

又 馬 宿 病 流 行 地 区 に 隣 接 し た 相 生 村 山 間 部

の 字 黒 羽 ・ 字 南 野,及 び 引 田 町 山 林 に お い

て, 3属9種Tr. kitasatoi, Tr. pallida, Tr. 

kuroshio, Tr. daisen, Tr. fuji, Tr. miyajimai, 

Tr. kochiensis, Euschongastis, alpina, Gahrl

iepia saduskiの 恙 虫 総 数1339匹 を 採 集 し て

い る.又 津 田 町 に お い て も 捕 鼠 を 実 施 し, 3

属12種Tr. kitasatoi, Tr. tosa, Tr. pallida, 

Tr. murotoensis, Tr. Kuroshio, Tr. fuji, Tr. 

miyajimai, Tr. kochiensis, Tr. ichikawai, 

Euschongastia ikaoensis, Euschongastiaalpina, 

Gahrliepia saduskiの 恙 虫 総 数2823匹 を 採 集

し て い る.

結 論

昭和28年11月 よ り昭和31年1月 に至 る2ヶ

年間に亙 り,毎 月,馬 宿病淫浸地区 を中心に

して,香 川県東部にお いて,定 期的に捕鼠 し,

吸着す る恙虫を採集 し封入標本 とし, 15297匹

について同定 を行い, 3属13種 の恙虫を分類

しえた.

1) Trombicula (Leptotrombidium) kita

satoi FUKUZUMI et OBATA, 1950

キ タ サ トツ ツガ ム シ

2) Trombicula (Leptotrombidium) tosa 

SASA et KAWASHIMA, 1951

トサ ツ ツ ガ ム シ

3) Trombicula (Leptotrombidium) pallida 

NAGAYO, MITAMURA et TAMIYA, 1919

フ トゲ ツ ツ ガ ム シ

4) Trombicula (Leptotrombidium) muroto

ensis SASA et KAWASHIMA, 1951

ム ロ トツ ヅ ガ ム シ

5) Trombicula (Leptotrombidium) kuro

shio SASA et KAWASHIMA, 1951

ク ロ シ オ ツ ツ ガ ム シ

6) Trombicula (Leptotrombidium) daisen
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KUMADA et SARA, 1953

ダ イ セ ン ツ ツ ガ ム シ

7) Trombicula (Leptotrombidium) fuji 

KUWATA, BERGE et PHILIP, 1950

フ ジ ツ ツ ガ ム シ

8) Trombicula (Leptotrombidium) miya

jimai FUKUZUMI et OBATA, 1950

ミヤ ジ マ ツ ツ ガ ム シ

9) Trombicula (Miyatrombicula) kochien

sis SASA. KAWASHIMA et EGASHIRA, 

1952

コ ウ チ ツ ツ ガ ム シ

10) Trombicula (Neotrombicula) ichikawai 

SASA, 1952

イ チ カ ワ ツ ツ ガ ムシ

11) Euschongastia ikaoensis SASA, SAWA

DA, KANO, HAYASHI et KUMADA, 1951

イ カ オ タ マ ツ ツ ガ ム シ

12) Euschongastia alpina SASA et JAME

SON, 1953

ア ル プ ス タ マ ツ ツ ガ ムシ

13) Gahrliepia saduski WOMERSLEY, 

1952

ガ ー リ ェ ピ ア ツ ツガ ム シ

ABSTRACT Ⅰ

I have studied on species of Trombicula developing at contaminated area by Rickettsia 

orientalis since 1953.

So called "Umayado Disease" which proved severe signs usually has happened every year 

at summer especially at the east area of Kagawa-ken, and this disease was analysed by Dr. 

NOKIHARA by its serological intemes performed eagerly to prove the original nature of the 

disease, and has proved that so called "Umayado Disease" was nothing but "Tsutsugamushi 

Disease". This time, I have investigated the agencies comtaminating and spreading the Ri

ckettsial agent, and have developed Trombicula which analysed 3 Genus and 10 species as
follows,

1) Trombicula (Leptotrombidium) Kitasatoi FUKUZUMI et OBATA, 1950
2) Trombicula (Leptotrombidium) tosa SASA et KAWASHIMA, 1951
3) Trombicula (Leptotrombidium) pallida NAGAYO, MITAMURA et TAMIYA, 1919
4) Trombicula (Leptotrombidium) murotoensis SASA et KAWASHIMA, 1951
5) Trombicula (Leptotrombidium) kuroshio SASA et KAWASHIMA, 1951
6) Trombicula (Leptotrombidium) fuji KUWATA, BERGE et PHILIP, 1950
7) Trombicula (Leptotrombidium) miyajimai FUKUZUMI et OBATA, 1950
8) Trombicula (Miyatrombicula) kochiensis SASA, KAWASHIMA et EGASHIRA, 1952
9) Euschongastia alpina SASA et JAMESON, 1953
10) Gahrliepia saduski WAMERSLEY, 1952
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小 野 論 文 附 図

図1　 Tr. kitasatoi顎 体 部,背 甲 板 図2　 Tr. tosa顎 体 部

図3　 Tr. tosa背 甲 板 図4　 Tr. tosa第3脚 基 節

図5　 Tr. pallida顎 体 部 図6　 Tr. pallida背 甲 板
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小 野 論 文 附 図

図7　 Tr. pallida第3脚 基 節 図8　 Tr. murotoensis顎 体 部

図9　 Tr. murotoensis背 甲 板 図10　 Tr. murotoensis第3脚 基 節

図11　 Tr. kuroshio顎 体 部 図12　 Tr. kuroshio背 甲 板
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小 野 論 文 附 図

図13　 Tr. Kuroshio第3脚 基 節 図14　 Tr. daisen顎 体 部

図15　 Tr. daisen背 甲 板

図16　 Tr. fuji顎 体 部 図17　 Tr. fuji背 甲 板
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小 野 論 文 附 図

図18　 Tr. fuji第3脚 基 節 図19　 Tr. miyajimai顎 体 部

図20　 Tr. miyajimai背 甲 板

図21　 Tr. miyajimai第3脚 基 節 図22　 Tr. kochiensis顎 体 部
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小 野 論 文 附 図

図23　 Tr. kochiensis背 甲 板 図24　 Tr. kochiensis第3脚 基 節

図25　 Tr. ichikawai顎 体 部

図26　 Tr. ichikawai背 甲 板 図27　 Tr. ichikawai第3脚 基 節
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小 野 論 文 附 図

図28　 Euschongastia alpina背 甲 板 ・顎 体 部 図29　 Euschongastia alpina第3脚 基 節

図30　 Gahrliepia saduski顎 体 部

図31　 Gahrliepia saduski背 甲 板 図32　 Gahrliepia saduski第3脚 基 節


